
【環境放射能学専攻カリキュラムポリシー】 
 
環境放射能学専攻は、生態学、生物学、地球科学、現象数理学、化学、物理学、機 
械工学、電気工学などさまざまな学問分野を背景とする人材に対して、環境放射能学 
という学際的な学問分野に対応できる力を有する人材を育成するため、環境放射能学 
に関する俯瞰的知識ならびに実習を含む専門的教育を提供する。 
また、専攻としての専門的学習目標を明確化するため、生態学、モデリング、計測 
の３分野を設ける。 
各分野では、専門科目群を「基礎領域－深化領域」の２段階に区分し教育課程を明確化 
した上で、大学院課程での専門職業人育成の核となる多くの科目群を用意する。 
 
さらに、環境放射能学に関する実践的な力を有する専門職業人を育成するために、 
福島というフィールドならびに海外機関との協力関係を生かし、福島、チェルノブイ 
リ等において実際に行われている環境放射能研究に参加してその手法を習得するため 
に、基礎領域の中に野外演習を核とする「実践科目」を実施する。 
基礎領域（共通科目・実践科目）において環境放射能に関する全般的・俯瞰的な事 
項を学んだ上で、深化領域（応用科目と講究科目（修士論文研究））で環境放射能に係 
る専門分野の深化を図る。基礎領域ならびに深化領域の具体的な内容は以下の通りで 
ある。また全科目を通して、表現力や対話力、英語力の育成を目的とした討論形式の 
授業時間も十分に設定する。 
 
[基礎領域] 
共通科目において、環境放射能に関する基礎的な知識を学ぶ。また、実践科目にお 
いて、福島、チェルノブイリ等で実際に行われている環境放射能研究・調査を体験す 
ることにより、共通科目で学んだ知識の活用について総合的・実践的に学ぶ。 
[深化領域] 
応用科目において、生態学、モデリング、計測の各分野の応用的な知識の深化を図 
る。また、講究科目（修士論文研究）において、専門分野に関する課題解決方法の主 
体的な探索に基づく研究を行い、その成果を修士論文として取りまとめるとともに、 
審査委員に対して発表する。審査にあたっては、研究テーマ設定の意義と明確性、関 
連研究の十分な調査・引用、研究方法の適切な選択、結果の解釈の妥当性、論理的な 
論述展開、新規性ないしは有用性、倫理基準の遵守について評価する。 


